
（運用基準 様式３） 

令和５年７月 26日 

温暖化対策統括本部調整課 

 

「令和５年度横浜市省エネ家電購入促進事業業務委託」契約結果 

 

令和５年度横浜市省エネ家電購入促進事業業務委託について、公募型プロポーザル方式で、受託候補者

を特定し、次のとおり契約しました。 

 

１ 件名 

 令和５年度横浜市省エネ家電購入促進事業業務委託 

 

２ 委託内容 

(1)事務局の設置・運営 

(2)システム構築・保守運用 

(3)コールセンター設置・運営 

(4)審査・還元手続 

(5)周知・広報 

(6)結果分析・報告書の作成 

  (7)その他事業実施にあたり必要な業務 

 

３ 契約の相手方 

  株式会社日本旅行 

 

４ 契約金額 

  1,999,997,436円 

 

５ 契約日 

  ７月 26日 

 

６ 評価結果 

提案者 評価点数 順位 

株式会社日本旅行 1,054 １位 

株式会社ＪＴＢ 963 ２位 

株式会社エイチ・アイ・エス 907 ３位 

東武トップツアーズ株式会社 906 ４位 

２者辞退 

 

 



７ 評価基準・評価委員会開催経過等 

委員会開催日時及び開催場所 令和５年６月 27日 ９時～14時 

市庁舎 24階 S03会議室 

評価委員の出席状況 出席５／委員数５（人） 

議事内容 ヒアリング、提案書の評価、集計、集計結果の確認、受託候補者

の特定 

評価基準 別紙のとおり 

 



 

提案書評価基準 

 

１ 評価事項 

評価項目 

（配点） 
評価内容 

配

点 

評

価 
評価視点 

評価 

換算

式 

評価

点 

業務実績 

（40 点） 

本業務に生かすことのできる業務実績

の有無（過去10年間） 
40 

 ・同等業務の受託実績があるか。 

・類似業務の受託実績があるか。 
×４  

実施内容 

（190点） 

１「事務局の設置・運営」の実施内容 

 

【着目点】 

・還元原資の還元状況の日次管理・報告

の仕組み 

・予算上限到達日及びキャンペーン早

期終了見込み日の算出・周知の仕組み 

・オンライン申請と郵送申請でできる

限り不公平感の生じない対応方法 

50 

 業務を円滑かつ確実に遂行できる運営内容

となっているか。 

適切な能力・経験、専門知識がある人員が十

分確保されているか。 

 

・精度が高いものになっているか。委託者へ

の速やかな報告体制が取られているか。 

・算出の正確性、即時性はあるか。周知の即

時性はあるか。 

・市民に不公平感を感じさせないか。 

×５  

２「システム構築・保守運用」の実施内

容 

 

【着目点】 

・委託者が作成する情報収集・発信の各

内容を促進する仕組み 

40 

 市民にとって使いやすく、分かりやすいもの

になっているか。 

 

・タイミング、メッセージ等の工夫がなされ

ているか。 

 

×４  

３「コールセンター設置・運営」の実施

内容 

 

【着目点】 

・各対応時間、設置期間 

30 

 十分な応答率を確保するために必要な体制

が確保されているか。 

適正かつ柔軟な体制が組まれているか。 

 

・利用者の利便性を考慮した対応時間、設置

期間か。 

×３  

４「審査・還元手続」の実施内容 

 

【着目点】 

・選択できるキャッシュレスポイント

の種類 

30 

 迅速に審査・還元ができる仕組みとなってい

るか。 

適正かつ柔軟な体制が組まれているか。 

 

・選択できるキャッシュレスポイントは市

民に取って利便性が高いか。 

×３  

５「周知・広報関連」の実施内容 

  

【着目点】 

・事業目的に沿った工夫 

・製作物のベースとなるキービジュア

ル（「エコハマ」ロゴ含む） 

・登録店舗へ送付する販促資材の内容

（紙媒体に限らない） 

40 

 ターゲットを明確にし、ターゲットに応じた

タイミング、媒体、内容等の工夫がされてい

るか。 

 

・キャンペーンの促進に加え、脱炭素

ライフスタイルへの更なる行動変容につ

なげることを前提としているか 

・訴求力があり、魅力的なものとなっている

か。横浜らしさがあるか。 

・バリエーションがあるか。店頭で使用しや

すいものか。 

×４  

実施に係る

取組 

（60点） 

セキュリティマネジメント、危機管理体

制 
20 

 ・情報漏えい等の対策が十分に講じられて

いるか。 

・事故、災害、トラブル等発生時に、迅速か

つ的確に対応できる体制となっているか。 

×２  

市内経済活性化に資する雇用の仕組み 20 
 市内経済活性化に寄与するか。（従事人数、

従事場所） 
×２  
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デジタルデバイド対策等の配慮 20 
 適切な配慮がなされているか。 

×２  

ワーク・

ライフ・

バランス

に関する

取組 

（８点） 

□ 次世代育成支援対策推進法に基づく

一般事業主行動計画の策定（ 従業員101 

人未満の場合のみ加算） 

□ 女性の職業生活における活躍の推進

に関する法律に基づく一般事業主行動

計画の策定（従業員 101 人未満のみ加

算） 

□ 次世代育成支援対策推進法に基づく

認定（くるみん認定、プラチナくるみん

認定、トライくるみん認定）の取得 

□ 女性の職業生活における活躍の推進

に関する法律に基づく認定（ えるぼし

認定、プラチナえるぼし認定）の取得 

□ 青少年の雇用の促進等に関
する法律に基づく認定(ユースエー

ル)の取得 

□ よこはまグッドバランス企業の認定

の取得 

□ 障害者雇用促進法に基づく法定雇用

率の達成 

□ 健康経営に関する取組(健康経営銘

柄、健康経営優良法人等の取得) 

8 

 

－ －  

脱炭素・

SDGs に関

する取組 

（２点） 

□横浜市 SDGs 認証制度“Y-SDGs”

の取得 

□ エコアクション21認証の取得 

2 

 

－ －  

評価点の合計（300 点満点/人）  

 

 

２ 評価方法 

（１）各評価項目について、次のように評価を行う。 

 ５段階評価で行うことを標準とする。評価は各項目 10 点満点とし、下記のとおりとする。た

だし、ワーク・ライフ・バランスに関する取組及び脱炭素・SDGs に関する取組の評価については、

「１ 評価事項」の「評価内容」に記載した項目について１つ満たすごとに１点を加算する。 

10 点 ８点 ６点 ４点 ０点 

特に優れている 優れている 普通 劣る 不適格 

（２）評価点の総合計が同点となった場合は、「業務実績」及び「実施内容」に係る提案の合計点数が 

高い提案を採用する。 

（３）「業務実績」及び、「実施内容」の各項目の評価に１つでも「０点」がある場合は、委託の受託 

候補者として特定しない。 

（４）評価点の総合計が満点の５分の３に満たない場合は、委託の受託候補者として特定しない。 
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